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第3章 計画の目標 

1. 目標 

 

盛岡都市圏における公共交通の課題を解決し、目指すべき公共交通の姿として４つの目標を設定

し、各目標に沿った地域公共交通のあり方を次のとおりとします。 

  

基本理念 

基本方針 

目標 

⚫ 公共交通の問題点や困りごとを共有できる関係性を構築すること 

⚫ 地域公共交通計画の確実な実施・運営体制を構築すること など 

目標④ 

従来の取組主体の枠組みを超えて参画・連携できる体制の構築 

⚫ 多様な交通⼿段を利⽤して移動できること 

⚫ 公共交通ネットワークを形成し維持すること       など 

目標① 

交通モードの役割に応じた最適なネットワークの形成 

⚫ 公共交通利⽤の快適な利用環境を構築すること 

⚫ 必要な時に必要な⼈が安心して利用できる公共交通サービスを構築 

すること                       など 

目標② 

安心・快適に利用できる公共交通サービスの構築 

⚫ 公共交通に対する理解を深め、利用行動を促進することで、地域

公共交通の利用を広げていくこと 

⚫ 公共交通を地域の大切な資源として住民が主体的に活用し、みん

なで支え続けられる仕組みを地域社会に定着させること   など 

目標③ 

地域に合った望ましい交通行動の普及・定着 

基本方針①  限りある輸送資源の最適化による 

持続可能な公共交通ネットワークの形成 

基本方針②  地域の実情に合った公共交通利用環境の構築 

基本方針③  地域と利用者の連携・協働による公共交通の推進 

基本方針④  盛岡都市圏の多様な関係者による施策展開の実現 

つなげる・いかす・ささえる 

持続可能で使いやすい交通体系の実現 
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2. 目標指標 

 

本計画では、先に掲げた目標ごとに指標を設定し、毎年度又は計画更新時に、事業実施状況とと

もに指標の達成状況を確認します。 

 

表 3-1 目標指標一覧 
 

 交通モードの役割に応じた最適なネットワークの形成 

指標 
現状値 

（R5（2023）） 

目標値 

(R12（2030）) 
確認時期 

指標 1-1 住民１人当たりの公共交通利用回数    

 ⅰ 鉄道 27.3（回/年・人） 27.3（回/年・人）以上 毎年 

 ⅱ 路線バス 32.8（回/年・人） 32.8（回/年・人）以上 毎年 

 ⅲ 地域内交通 0.07（回/年・人） 0.07（回/年・人）以上 毎年 

 ⅳ 一般乗用タクシー 9.7（回/年・人） 9.7（回/年・人）以上 毎年 

指標 1-2 鉄道・路線バス・地域内交通利用圏 

人口割合 
79.9％ 79.9％以上 計画更新時 

 

 安心・快適に利用できる公共交通サービスの構築 

指標 
現状値 

（R5（2023）） 

目標値 

(R12（2030）) 
確認時期 

指標 2-1 公共交通利用者の満足度 29.6％ 35.6％ 計画更新時 

 

 地域に合った望ましい交通行動の普及・定着 

指標 
現状値 

（R5（2023）） 

目標値 

(R12（2030）) 
確認時期 

指標 3-1 公共交通利用率 27.8％ 27.8％以上 計画更新時 

 

 従来の取組主体の枠組みを超えて参画・連携できる体制の構築 

指標 
現状値 

（R5（2023）） 

目標値 

(R12（2030）) 
確認時期 

指標 4-1 ３市町連携による実施事業数 0 31 計画更新時 

指標 4-2 路線バスの収支率 77.12％ 77.12％ 毎年 

指標 4-3 公共交通への公的資金投入額  214百万円 302百万円 毎年 

 

 

  

目標① 
 

目標② 
 

目標③ 
 

目標④ 
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3. 施策の方向性 

 

目標及び目標指標を達成するため、次のとおり施策の方向性を設定し、実施施策を展開します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

目標④ 

従来の取組主体の枠組みを超えて参画・連携できる体制の構築 

 

基本方針 

持続可能で使いやすい交通体系の実現 

 

つなげる いかす ささえる 

【施策の方向性１】 

公共交通ネットワークの維持・確保 

 

⚫ 各交通モードのネットワーク形成維持

施策 

⚫ ネットワーク維持のための事業者への 

支援施策 

つなげる ささえる 

【施策の方向性２】 

交通結節点等の利便性・機能性向上 

 

⚫ 交通結節点等におけるハード・ソフト 

施策 

つなげる いかす 

【施策の方向性３】 

利用しやすい公共交通サービスの提供 

 

⚫ ダイヤ・運賃・案内等のサービスに 

おける施策 

いかす ささえる 

【施策の方向性４】 

生活を支える公共交通の理解促進 

 

⚫ 情報発信・イベント開催等の利用促進 

における施策 

⚫ 運転士不足の改善に向けた支援施策 

いかす ささえる 

目標① 

交通モードの役割に応じた 

最適なネットワークの形成 

公共交通利用回数 

公共交通利用圏人口割合 

目標② 

安心・快適に利用できる 

公共交通サービスの構築 

公共交通利用の満足度 

目標③ 

地域に合った望ましい交通行動の 

普及・定着 

公共交通利用率 

基本理念 

基本方針① 限りある輸送資源の最適化による持続可能な公共交通ネットワークの形成 

基本方針② 地域の実情に合った公共交通利用環境の構築 

基本方針③ 地域と利用者の連携・協働による公共交通の推進 

基本方針④ 盛岡都市圏の多様な関係者による施策展開の実現 

実施施策数 路線バスの収支率 公的資金投入額 

指標 

指標 

指標 

指標 

※目標④は全ての施策に関連しています。 


